
【資料２－１－４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【教材名  文法の窓２「文法のまとめ」 】 

【指導計画と評価】   教科書 P.186（248～249） 

時 指導計画 
指導の手立てと留意点 / ☆評価 

【使用する資料等】 

１ 

○既習事項の復習を通して，文法的に性質

の異なる語の見分け方を知る。 

 

・【ワークシート１】を配布し，文法の既修事項で

ある自立語と付属語の違いや品詞の種類に

ついて簡単に復習する。（自立語と付属語，

品詞名） 

・【ワークシート２】を配布し，それぞれが違う品

詞やその一部であることを告げ，それぞれの

識別をグループごとに話し合う。ワークシート２

では，「だ」「ない」「そうだ」について識別する

方法を考える。教科書を活用し，自力解決を

図らせる。 

・机間指導の中で,見分けるためのヒントを随時

与える。 

☆文法の復習や性質の異なる語の見分け方に

意欲的に取り組んでいる。（関心・意欲・態度

／発表，観察） 

 

 

 

 

 

２ 

○文法的に性質の異なる語の見分け方を通

して，文法に対する理解を深める。 

・【ワークシート３】を配布し，それぞれの識別を

グループごとに話し合う。グループごとに「らし

い」「で」「に」について識別する方法を考え

る。そして，教科書を活用し，自力解決を図ら

せる。 

・机間指導の中で,見分けるためのヒントを随時

与える。 

☆文節や単語，品詞や活用形などを基に，文

法的な性質の異なる語の識別の仕方を理解

している。（伝統的な言語文化と国語の特質

に関する事項／ワークシート） 

・授業の最後に，各単語の識別の仕方につい

てまとめる。 

 

H27 授業改善プラン 中学校 第３学年 国語 

指導について 

・調査問題概要／市正答率 

『単語の類別について理解する』問題 
Ａ９四②／市正答率 26.0％ 

・課題 

単語の類別についての理解が不足している。 

・指導の手立て 

  単語が自立語と付属語に大別され，その中でそれぞれ品詞に分類されることを確認し，単語の

もつ働きに着目させながら，品詞の特徴や使い方のきまりについての理解を図りたい。 

   

   

 

品詞の性質や特徴を見分け，単語の類別について理解する力を育成する。 
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〔
平
成
二
十
七
年
度 

授
業
改
善
プ
ラ
ン 

中
三 

国
語
〕 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
１ 

年 
 

組 
 

番 
 

氏
名
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

         

      

傍
線
部
の
品
詞
は
何
か
。
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
選
び
，
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
同
じ
記
号
を
複
数
回
使

用
し
て
も
良
い
。） 

 

ア 

副
詞 

 

イ 

動
詞 

 
 

ウ 

助
動
詞 

 

エ 

連
体
詞 

 

オ 

助
詞 

 

カ 

形
容
詞 

 

キ 

形
容
動
詞 

 

ク 

名
詞 
 

ケ 

接
続
詞 

           

①
メ
ロ
ス
は
②
激
怒
し
た
。
必
ず
、
か
の
邪
知
暴
虐
の
王
を
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
決
意

し
③
た
。
メ
ロ
ス
に
は
政
治
が
分
か
ら
④
ぬ
。
メ
ロ
ス
⑤
は
、
村
の
牧
人
で
あ
る
。
笛
を
吹

き
、
羊
と
遊
ん
で
暮
ら
し
て
き
た
。
⑥
け
れ
ど
も
邪
悪
に
対
し
て
は
、
人
一
倍
に
⑦
敏
感
で

あ
っ
た
。
今
日
未
明
メ
ロ
ス
は
村
を
出
発
し
、
野
を
越
え
山
越
え
、
十
里
離
れ
た
こ
の
シ
ラ

ク
ス
の
町
に
や
っ
て
き
た
。
メ
ロ
ス
に
は
父
も
、
母
も
な
い
。
女
房
も
⑧
な
い
。
十
六
の
、

内
気
な
妹
と
二
人
暮
ら
し
だ
。
こ
の
妹
は
、
村
の
あ
る
律
儀
な
一
牧
人
を
、
近
々
、
花
婿
と

し
て
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
結
婚
式
も
間
近
な
の
で
あ
る
。
メ
ロ
ス
は
、
そ
れ
ゆ
え
、

花
嫁
の
衣
装
や
ら
祝
宴
の
ご
ち
そ
う
や
ら
を
買
い
に
、
⑨
は
る
ば
る
町
に
や
っ
て
き
た
の
だ
。

ま
ず
、
⑩
そ
の
品
々
を
買
い
集
め
、
そ
れ
か
ら
都
の
大
路
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
た
。
メ
ロ
ス
に

は
竹
馬
の
友
が
あ
っ
た
。
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
で
あ
る
。
今
は
こ
の
シ
ラ
ク
ス
の
町
で
、
石

工
を
し
て
い
る
。
そ
の
友
を
、
こ
れ
か
ら
訪
ね
て
み
る
つ
も
り
な
の
だ
。
久
し
く
会
わ
な
か

っ
た
の
だ
か
ら
、
訪
ね
て
い
く
の
が
楽
し
み
で
あ
る
。 

① 

② 

③ 

④ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ ⑤ 
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〔
平
成
二
十
七
年
度 

授
業
改
善
プ
ラ
ン 

中
三 

国
語 

解
答
〕 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
１ 

年 
 

組 
 

番 
 

氏
名
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

         

      

傍
線
部
の
品
詞
は
何
か
。
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
選
び
，
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
同
じ
記
号
を
複
数
回
使

用
し
て
も
良
い
。） 

 

ア 

副
詞 

 

イ 

動
詞 

 
 

ウ 

助
動
詞 

 

エ 

連
体
詞 

 

オ 

助
詞 

 

カ 

形
容
詞 

 

キ 

形
容
動
詞 

 

ク 

名
詞 

 

ケ 

接
続
詞 

 

①
メ
ロ
ス
は
②
激
怒
し
た
。
必
ず
、
か
の
邪
知
暴
虐
の
王
を
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
決
意

し
③
た
。
メ
ロ
ス
に
は
政
治
が
分
か
ら
④
ぬ
。
メ
ロ
ス
⑤
は
、
村
の
牧
人
で
あ
る
。
笛
を
吹

き
、
羊
と
遊
ん
で
暮
ら
し
て
き
た
。
⑥
け
れ
ど
も
邪
悪
に
対
し
て
は
、
人
一
倍
に
⑦
敏
感
で

あ
っ
た
。
今
日
未
明
メ
ロ
ス
は
村
を
出
発
し
、
野
を
越
え
山
越
え
、
十
里
離
れ
た
こ
の
シ
ラ

ク
ス
の
町
に
や
っ
て
き
た
。
メ
ロ
ス
に
は
父
も
、
母
も
な
い
。
女
房
も
⑧
な
い
。
十
六
の
、

内
気
な
妹
と
二
人
暮
ら
し
だ
。
こ
の
妹
は
、
村
の
あ
る
律
儀
な
一
牧
人
を
、
近
々
、
花
婿
と

し
て
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
結
婚
式
も
間
近
な
の
で
あ
る
。
メ
ロ
ス
は
、
そ
れ
ゆ
え
、

花
嫁
の
衣
装
や
ら
祝
宴
の
ご
ち
そ
う
や
ら
を
買
い
に
、
⑨
は
る
ば
る
町
に
や
っ
て
き
た
の
だ
。

ま
ず
、
⑩
そ
の
品
々
を
買
い
集
め
、
そ
れ
か
ら
都
の
大
路
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
た
。
メ
ロ
ス
に

は
竹
馬
の
友
が
あ
っ
た
。
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
で
あ
る
。
今
は
こ
の
シ
ラ
ク
ス
の
町
で
、
石

工
を
し
て
い
る
。
そ
の
友
を
、
こ
れ
か
ら
訪
ね
て
み
る
つ
も
り
な
の
だ
。
久
し
く
会
わ
な
か

っ
た
の
だ
か
ら
、
訪
ね
て
い
く
の
が
楽
し
み
で
あ
る
。 

① 
 

ク 

② 
 

イ 

③ 
 

ウ 

④ 
 

ウ 

⑥ 
 

ケ 

⑦ 
 

キ 

⑧ 
 

カ 

⑨ 
 

ア 

⑩ 
 

エ 

⑤ 
 

オ 
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〔
平
成
二
十
七
年
度 

授
業
改
善
プ
ラ
ン 

中
三 

国
語
〕 

文
法
の
ま
と
め
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
２
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 
 

組 
 
 

番 
 

氏
名
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

○
「
だ
」
の
識
別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

品
詞
・
解
説 

 

ア 

こ
れ
が
私
た
ち
の
中
学
校
だ
。 

  

イ 

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
泳
い
だ
。 

  

ウ 

あ
そ
こ
に
咲
い
て
い
る
花
は
き
れ
い
だ
。 

   

○
「
そ
う
だ
」
の
識
別 

 

ア 

今
夜
花
火
大
会
が
あ
る
そ
う
だ
。 

   

イ 

明
日
は
雨
が
降
り
そ
う
だ
。 

  

○
「
な
い
」
の
識
別 

 

ア 

食
料
の
蓄
え
が
な
い
。 

  

イ 

食
料
を
蓄
え
て
い
な
い
。 

  

ウ 

食
料
の
蓄
え
が
少
な
い
。 
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文
法
の
ま
と
め
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
２
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 
 

組 
 
 

番 
 

氏
名
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

○
「
だ
」
の
識
別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

品
詞
・
解
説 

 

ア 

こ
れ
が
私
た
ち
の
中
学
校
だ
。 

  

イ 

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
泳
い
だ
。 

  

ウ 

あ
そ
こ
に
咲
い
て
い
る
花
は
き
れ
い
だ
。 

   

○
「
そ
う
だ
」
の
識
別 

 

ア 

今
夜
花
火
大
会
が
あ
る
そ
う
だ
。 

   

イ 

明
日
は
雨
が
降
り
そ
う
だ
。 

  

○
「
な
い
」
の
識
別 

 

ア 

食
料
の
蓄
え
が
な
い
。 

  

イ 

食
料
を
蓄
え
て
い
な
い
。 

  

ウ 

食
料
の
蓄
え
が
少
な
い
。 

  

断
定
の
助
動
詞 

過
去
の
助
動
詞
「
た
」
の
濁
音 

形
容
動
詞
の
一
部 

伝
聞
の
助
動
詞 

推
定
（
様
態
）
の
助
動
詞 

形
容
詞
（「
あ
る
」
←
→
「
な
い
」） 

助
動
詞
（「
ぬ
」
「
ず
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
） 

形
容
詞
の
一
部 
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〔
平
成
二
十
七
年
度 

授
業
改
善
プ
ラ
ン 

中
三 

国
語
〕 

文
法
の
ま
と
め
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
３
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 
 

組 
 
 

番 
 

氏
名
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

○
「
ら
し
い
」
の
識
別 

 
 
 
 
 
 
 
 

品
詞
・
解
説 

 

ア 

こ
の
鉛
筆
削
り
は
あ
た
ら
し
い
。 

  

イ 

明
日
は
雨
が
降
る
ら
し
い
。 

  

○
「
で
」
の
識
別 

 

ア 

昔
の
食
事
は
質
素
で
あ
っ
た
。 

  

イ 

彼
は
こ
の
学
校
の
生
徒
で
は
な
い
。 

  

ウ 

木
の
棒
で
火
を
お
こ
し
て
い
た
。 

 

エ 

カ
ヌ
ー
を
こ
い
で
川
を

遡
さ
か
の
ぼ

る
。 

  

○
「
に
」
の
識
別 

 

ア 

元
気
に
過
ご
す
こ
と
が
モ
ッ
ト
ー
だ
。 

  

イ 

友
情
に
勝
る
宝
は
な
い
。 

  

ウ 

家
に
つ
い
て
す
ぐ
に
お
風
呂
に
入
っ
た
。 

 

         

6



 

文
法
の
ま
と
め
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
３
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 
 

組 
 
 

番 
 

氏
名
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

○
「
ら
し
い
」
の
識
別 

 
 
 
 
 
 
 
 

品
詞
・
解
説 

 

ア 

こ
の
鉛
筆
削
り
は
あ
た
ら
し
い
。 

  

イ 

明
日
は
雨
が
降
る
ら
し
い
。 

  

○
「
で
」
の
識
別 

 

ア 

昔
の
食
事
は
質
素
で
あ
っ
た
。 

  

イ 

彼
は
こ
の
学
校
の
生
徒
で
は
な
い
。 

  

ウ 

木
の
棒
で
火
を
お
こ
し
て
い
た
。 

 

エ 

カ
ヌ
ー
を
こ
い
で
川
を

遡
さ
か
の
ぼ

る
。 

  

○
「
に
」
の
識
別 

 

ア 

元
気
に
過
ご
す
こ
と
が
モ
ッ
ト
ー
だ
。 

  

イ 

友
情
に
勝
る
宝
は
な
い
。 

  

ウ 

家
に
つ
い
て
す
ぐ
に
お
風
呂
に
入
っ
た
。 

 

形
容
詞
の
一
部 

推
定
の
助
動
詞 

形
容
動
詞
の
活
用
語
尾 

断
定
の
助
動
詞 

形
容
動
詞
の
活
用
語
尾 

格
助
詞 

副
詞
の
一
部 

格
助
詞 

接
続
助
詞 
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